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５．都市近郊の生態系ネットワークの構築に向けて 

（発表者：富士通株式会社 畠山義彦） 

富士通株式会社の事業所緑化と生物多様性 

 生物多様性条約COP8にて企業に対して条約への

参画を促す決議が採択され、また COP9 ではビジネ

スと生物多様性イニシアチブが発足し、益々企業の生

物多様性に対する取り組みが期待されている。富士通

は 2008 年 5 月ビジネスと生物多様性イニシアチブの

リーダーシップ宣言に署名し、また 2009 年 10 月に

は富士通グループ生物多様性行動指針を発表した。こ

の行動指針では、ICT の活用による生物多様性保全の

推進や生物多様性の社会への普及を謳っている。 
近年、都市近郊の生物多様性は宅地開発等により

大きく損なわれ、また緑比率の低下やアスファルト

やコンクリートによる光反射率の低下、熱吸収率の

増加などによりヒートアイランド現象を引き起こし、

地球温暖化を加速させている。 
富士通では、創業当時より「自然と共生するもの

づくり」を目指し、川崎工場や沼津工場に代表され

るように、事業所緑化に取組んできたが、都市近郊

におけるこれらの問題を解決するため、川崎工場が

ある神奈川県川崎地区での生態系ネットワークを構築することとした。今回、川崎工場の敷地のみ

ならず、周辺地域を含めた川崎地区全体のエリアの生物多様性の保全を目指す生態系ネットワーク

の構築を進めている。 
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都市近郊の生態系ネットワーク構築への ICT 技術の応用 

 
生態系ネットワーク構築のための第一ス

テップとして、地域の生態系調査を実施する

必要がある。このとき重要なのが、野生動植

物がいつ、どこに、どんな状態で生息・生育

していたのかを収集・蓄積・分析することで

ある。この生態系調査のために ICT を活用

した携帯フォトシステムを導入し、生物情報

の収集を試みている。このシステムは調査者

が調査対象の生物（あるいは生息・生育域の

環境）を GPS 機能付き携帯電話のカメラで

撮影、GPS による位置情報と時刻情報が埋

め込まれた写真をメール添付し、メール本文にはその生物の状態を記入しメールサーバへ送信する。

メールサーバの生物情報はデータベースサーバに送られ、生物情報データベースに蓄積される仕組

みである。 
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今後の展開の可能性 

収集すべき生物情報は、テーマを決めテー

マごとに生物情報データベースに蓄積される。

社員や地域住民が参加しやすいテーマを選定

することにより、多くの人たちの参加が可能

となり、参加者の生物多様性に対する意識啓

発につなげることができると考えている。ま

た生物情報データベースに蓄積されたデータ

は、インターネットより地図上にマッピング

して表示し閲覧することが可能となる。 
今後は、適切なテーマ選定と多くの参加者

による生物情報の収集と、収集したデータの分析・評価による生物多様性保全策の策定を行い、生

物多様性保全の実施につなげていきたいと考えている。 
 

ＩＣＴの活用による生物多様性への貢献の可能性と役割 

先の「富士通グループ生物多様性行動指針」にあるように、富士通では、リモートセンシングや

データベースの構築等のＩＴＣ新技術の開発や提供により、生物多様性保全への貢献と社会的責任

を担ってくことを目指している。今後は、このようなＩＴＣ技術を、調査、保全、教育・啓発とい

った分野に適用を拡大し、また、自社グループの生物多様性への影響の低減から、お客様、地域社

会、地球環境へと適用範囲を拡大し、ＩＴＣ技術を扱う企業ならではの生物多様性への取組みを行

なって行きたいと考えている。 
 
 
 

質問.  

最新の技術と取組みをご紹介頂き大変興味深かった。ご紹介いただいた技術は、現在は社内トラ

イアル中とのことであるが、私のような一般市民が参画し活用できるようになるのはいつごろの予

定になるか。 

回答． 

現在は社内のイントラネット環境にて実施しているが、今年中にはインターネット環境を構築し、

一般市民の方が参画し活用できるようにしていきたい。 

 
 


